
山科朝則が行った4年生大学設置に関わる県議会での主な質疑応答と関連事項
年度 県議会 主な質問 関連する動き

平成23年
6月定例会

予算特別委員会
初当選後の最初の質問において、農大の4年制大学化について
県の考えを問う

平成24年
6月定例会
一般質問

農大の機能強化と4年制大学設置についての質問

平成25年
12月定例会
予算特別委員会

高等教育機関を目指し、農大の機能拡充についての質問

平成26年
6月定例会
一般質問

農業を担う人材育成についての質問
•大手集成材工場、協和木材㈱を新庄市内に誘致
•農大の寮と交流室が県産木材で改築

平成27年

2月定例会
一般質問

農業を担う人材育成についての質問、農大の機能強化・大学設置
を要望

農大に東北初となる「林業経営学科」新設決定

12月定例会
予算特別委員会

「林業経営学科」新設に伴う農大の機能強化と大学昇格について
の質問

平成28年
9月定例会

予算特別委員会
やまがた森

モ リ

林ノミクス条例制定についての質問
（条例には人材育成が明記される）

4月から農大に「林業経営学科」新設、「農林大学校」に改称

平成29年
6月定例会

予算特別委員会
農林大の「専門職大学化（4年制化）」について提案

•2月に国の方針として新たな大学制度「専門職大学」が提示される
•協和木材㈱新庄工場操業開始

平成30年
6月定例会

予算特別委員会
他県に遅れることなく新庄最上地域に「専門職大学」を設置する
ことを提案

•山形県が政府への施策要望の一つとして「専門職大学」を明記
•平成31年度予算に大学化に関する予算が計上される
•県内農林業関係者等がチームを組み大学設置を知事に要請
•新庄・最上郡の首長、議会、関係団体が知事に設置要望

新庄最上地域の長年の悲願である4年制大学の設置が検討され、今年度予算に計上されました。
また農林業だけではなく、工業や商業など多様な産業との連携はこれまでに考えもつかないような

新しい経済活動を創出し、地域の発展に結びつくと考えられます。

県立農林大学校

新庄に4年制の   　  「専門職大学」設置へ！東北初

東北初

農林大学校の
「専門職大学」への昇格

「専門職大学」で高度な
農業経営者を育成する

農業と他産業の連携を図り、
大学の研究成果を世界に発信＋ ＋

（平成29年6月30日／山形新聞）

（平成30年6月29日／山形新聞）

（平成31年1月11日／山形新聞）

（平成31年2月6日／山形新聞）

（平成31年2月13日／山形新聞）

（平成31年2月16／日本農業新聞）

（平成31年3月29日／日本農業新聞）

平成31年度当初予算の概要

農林業の「専門職大学」設置に向けた大学基本構想の策定等　16,504千円


